
(57)【要約】

【課題】円偏波アンテナと垂直偏波アンテナを組み合わ

せてなる小型薄型化に好適で信頼性の高い複合アンテナ

を提供すること。

【解決手段】プリント基板１０上に地上波用の垂直偏波

アンテナである平板アンテナ１１を固定し、この平板ア

ンテナ１１の金属平板１４上に衛星波用の円偏波アンテ

ナであるパッチアンテナ１２を載置固定する。パッチア

ンテナ１２の給電ピン２３は、平板アンテナ１１の開口

１３を利用して同軸ケーブル３１の給電線に接続する。

また、金属平板１４とパッチ電極２１の相対位置関係を

周方向に沿ってほぼ一様に設定する。これにより、複合

アンテナ全体の高さ寸法や平面的な大きさが低減できる

と共に、平板アンテナ１１とパッチアンテナ１２の電磁

結合に起因する方位角面内の無指向性の崩れが回避でき

る。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 形 が 円 形 ま た は 正 多 角 形 で 中 央 部 に 開 口 を 有 す る 金 属 平 板 を 所 定 の 間 隔 を 存 し て 接 地 導
体 と 対 向 さ せ 、 前 記 金 属 平 板 を 接 地 端 子 を 介 し て 前 記 接 地 導 体 に 接 続 す る と 共 に 、 前 記 金
属 平 板 を 給 電 端 子 を 介 し て 第 １ の 給 電 線 に 接 続 し た 平 板 ア ン テ ナ と 、
誘 電 体 基 板 の 上 面 に パ ッ チ 電 極 を 設 け て 下 面 に グ ラ ウ ン ド 電 極 を 設 け 、 こ の 誘 電 体 基 板 を
前 記 金 属 平 板 上 に 絶 縁 部 材 を 介 し て 載 置 固 定 す る と 共 に 、 前 記 パ ッ チ 電 極 に 接 続 さ れ て 前
記 誘 電 体 基 板 を 貫 通 す る 給 電 ピ ン を 前 記 開 口 内 に 挿 通 し て 第 ２ の 給 電 線 に 接 続 し た パ ッ チ
ア ン テ ナ と を 備 え 、
前 記 平 板 ア ン テ ナ を 励 振 し て 垂 直 偏 波 の 電 波 を 放 射 さ せ る と 共 に 、 前 記 パ ッ チ ア ン テ ナ を
励 振 し て 円 偏 波 の 電 波 を 放 射 さ せ る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 複 合 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 記 載 に お い て 、 上 面 に 前 記 接 地 導 体 を 設 け て 複 数 箇 所 に 挿 入 孔 を 設 け た プ リ ン
ト 基 板 を 備 え 、 前 記 各 挿 入 孔 に 挿 入 し た 前 記 接 地 端 子 と 前 記 給 電 端 子 と 前 記 給 電 ピ ン を そ
れ ぞ れ 前 記 プ リ ン ト 基 板 に 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 複 合 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ の 記 載 に お い て 、 前 記 接 地 端 子 と 前 記 給 電 端 子 が い ず れ も 前 記 金 属 平 板 か ら 前 記
プ リ ン ト 基 板 側 へ 延 出 す る 折 曲 片 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 複 合 ア ン テ ナ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 自 動 車 等 の 移 動 体 に 装 備 さ れ て 衛 星 波 と 地 上 波 と が 受 信 可 能 な 複 合 ア ン テ ナ に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
自 動 車 等 の 移 動 体 に お い て 衛 星 放 送 を 受 信 す る シ ス テ ム で は 主 に 円 偏 波 が 使 用 さ れ る が 、
最 近 、 ビ ル 陰 等 の 不 感 地 帯 で の 受 信 確 率 を 高 め る た め に 、 静 止 衛 星 か ら の 直 接 放 送 波 と 同
様 な 内 容 を 地 上 に お い て 再 送 信 す る 衛 星 放 送 シ ス テ ム が 考 え ら れ て い る 。 か か る 衛 星 放 送
シ ス テ ム に 適 用 可 能 な ア ン テ ナ と し て 、 従 来 、 図 ６ に 示 す よ う な 複 合 ア ン テ ナ が 提 案 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ６ に 示 す 従 来 の 複 合 ア ン テ ナ は 、 プ リ ン ト 基 板 １ 上 に 、 円 偏 波 を 受 信 す る ４ 線 巻 き ヘ リ
カ ル ア ン テ ナ ２ と 、 地 上 波 で あ る 垂 直 偏 波 を 受 信 す る モ ノ ポ ー ル ア ン テ ナ ３ と を 立 設 し て
概 略 構 成 さ れ る 。 プ リ ン ト 基 板 １ の 上 面 に は ほ ぼ 全 面 に 銅 箔 等 か ら な る 接 地 導 体 が 設 け ら
れ て お り 、 プ リ ン ト 基 板 １ の 下 面 に は マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン が 設 け ら れ て い る 。 ヘ リ
カ ル ア ン テ ナ ２ は 、 誘 電 体 か ら な る 円 柱 状 ブ ロ ッ ク ４ の 外 周 面 に 螺 旋 状 に 延 び る ４ 本 の ヘ
リ ッ ク ス 導 体 ５ を 設 け 、 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン に 接 続 さ れ る 各 ヘ リ ッ ク ス 導 体 ５ を ９
０ 度 の 位 相 差 で 給 電 す る と い う も の で あ る 。 こ の ヘ リ カ ル ア ン テ ナ ２ を 励 振 す る と 上 方 へ
円 偏 波 電 波 が 放 射 さ れ る の で 、 衛 星 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る
。 ま た 、 モ ノ ポ ー ル ア ン テ ナ ３ は 、 使 用 す る 電 波 の 波 長 の 約 ４ 分 の １ の 長 さ の 直 線 状 導 体
を 起 立 さ せ 、 こ の 導 体 の 下 端 部 を マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン に 接 続 し て 給 電 す る と い う も
の で あ る 。 こ の モ ノ ポ ー ル ア ン テ ナ ３ を 励 振 す る と 、 プ リ ン ト 基 板 １ と 平 行 な 面 内 で 無 指
向 性 の 垂 直 偏 波 電 波 が 放 射 さ れ る の で 、 地 上 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ と し て 機 能 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 従 来 の 複 合 ア ン テ ナ に お い て 、 ヘ リ カ ル ア ン テ ナ ２ の 高 さ 寸 法 は 、 使 用 す る 電 波
の 波 長 を λ と す る と 約 ０ ． ５ ５ λ な の で 、 動 作 周 波 数 が 例 え ば ２ ． ３ Ｇ Ｈ ｚ （ λ ＝ １ ３ ０
ｍ ｍ ） の 場 合 、 そ の 高 さ 寸 法 は 約 ７ ２ ｍ ｍ ま で 大 き く な っ て し ま い 、 自 動 車 等 の 移 動 体 に
装 備 す る ア ン テ ナ と し て 好 適 な 薄 型 化 が 図 れ な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 か か る 従 来
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の 複 合 ア ン テ ナ は 、 ヘ リ カ ル ア ン テ ナ ２ と モ ノ ポ ー ル ア ン テ ナ ３ を 並 設 し た 構 造 な の で 、
平 面 的 に も 大 き な 寸 法 が 必 要 で 小 型 化 が 図 り に く く 、 か つ 、 両 ア ン テ ナ ２ ， ３ が 電 磁 結 合
し て モ ノ ポ ー ル ア ン テ ナ ３ の 指 向 性 が ヘ リ カ ル ア ン テ ナ ２ 側 で 歪 み や す く 、 そ れ ゆ え 特 定
の 方 位 角 で 地 上 波 の 受 信 感 度 が 低 下 し や す い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 円 偏 波 ア ン
テ ナ と 垂 直 偏 波 ア ン テ ナ を 組 み 合 わ せ て な る 小 型 薄 型 化 に 好 適 で 信 頼 性 の 高 い 複 合 ア ン テ
ナ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 複 合 ア ン テ ナ は 、 外 形 が 円 形 ま た は 正 多 角 形 で 中
央 部 に 開 口 を 有 す る 金 属 平 板 を 所 定 の 間 隔 を 存 し て 接 地 導 体 と 対 向 さ せ 、 前 記 金 属 平 板 を
接 地 端 子 を 介 し て 前 記 接 地 導 体 に 接 続 す る と 共 に 、 前 記 金 属 平 板 を 給 電 端 子 を 介 し て 第 １
の 給 電 線 に 接 続 し た 平 板 ア ン テ ナ と 、 誘 電 体 基 板 の 上 面 に パ ッ チ 電 極 を 設 け て 下 面 に グ ラ
ウ ン ド 電 極 を 設 け 、 こ の 誘 電 体 基 板 を 前 記 金 属 平 板 上 に 絶 縁 部 材 を 介 し て 載 置 固 定 す る と
共 に 、 前 記 パ ッ チ 電 極 に 接 続 さ れ て 前 記 誘 電 体 基 板 を 貫 通 す る 給 電 ピ ン を 前 記 開 口 内 に 挿
通 し て 第 ２ の 給 電 線 に 接 続 し た パ ッ チ ア ン テ ナ と を 備 え 、 前 記 平 板 ア ン テ ナ を 励 振 し て 垂
直 偏 波 の 電 波 を 放 射 さ せ る と 共 に 、 前 記 パ ッ チ ア ン テ ナ を 励 振 し て 円 偏 波 の 電 波 を 放 射 さ
せ る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 複 合 ア ン テ ナ に お い て 、 平 板 ア ン テ ナ を 共 振 周 波 数 の 最 も 低 い Ｔ Ｍ
０ １ モ ー ド で 励 振 す れ ば 、 金 属 平 板 と 平 行 な 面 内 で 無 指 向 性 の 垂 直 偏 波 電 波 が 周 囲 に 放 射
さ れ る の で 、 こ の 平 板 ア ン テ ナ を 地 上 波 用 の 垂 直 偏 波 ア ン テ ナ と し て 機 能 さ せ る こ と が で
き る 。 ま た 、 パ ッ チ ア ン テ ナ を Ｔ Ｍ １ １ モ ー ド で 励 振 す れ ば 上 方 へ 円 偏 波 電 波 が 放 射 さ れ
る の で 、 こ の パ ッ チ ア ン テ ナ を 衛 星 波 用 の 円 偏 波 ア ン テ ナ と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る
。 そ し て 、 地 上 波 用 の 平 板 ア ン テ ナ 上 に 衛 星 波 用 の パ ッ チ ア ン テ ナ を 載 置 固 定 し 、 平 板 ア
ン テ ナ の 開 口 を 利 用 し て パ ッ チ ア ン テ ナ の 給 電 ピ ン を 給 電 線 に 接 続 す る と い う 積 層 構 造 を
採 用 し て い る こ と か ら 、 こ の 複 合 ア ン テ ナ は 高 さ 寸 法 が 小 さ く て 平 面 的 な 大 き さ も 低 減 で
き 、 よ っ て 薄 型 化 や 小 型 化 が 図 り や す い 。 し か も 、 金 属 平 板 と パ ッ チ 電 極 の 相 対 位 置 関 係
を 周 方 向 に 沿 っ て ほ ぼ 一 様 に 設 定 す る こ と が で き る た め 、 こ の 複 合 ア ン テ ナ は 、 平 板 ア ン
テ ナ と パ ッ チ ア ン テ ナ の 電 磁 結 合 に 起 因 す る 方 位 角 面 内 の 無 指 向 性 の 崩 れ を 回 避 し や す く
、 そ れ ゆ え 方 位 角 に よ る 受 信 感 度 の ば ら つ き が 少 な い 安 定 し た 性 能 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
か か る 構 成 の 複 合 ア ン テ ナ に お い て 、 上 面 に 前 記 接 地 導 体 を 設 け て 複 数 箇 所 に 挿 入 孔 を 設
け た プ リ ン ト 基 板 を 備 え 、 前 記 各 挿 入 孔 に 挿 入 し た 前 記 接 地 端 子 と 前 記 給 電 端 子 と 前 記 給
電 ピ ン を そ れ ぞ れ 前 記 プ リ ン ト 基 板 に 固 定 す れ ば 、 給 電 端 子 や 給 電 ピ ン を 給 電 線 に 接 続 し
た り 接 地 端 子 を 対 応 す る ラ ン ド に 接 続 す る 作 業 が プ リ ン ト 基 板 の 下 面 側 で 簡 単 に 行 え る と
共 に 、 プ リ ン ト 基 板 に 固 定 し た 各 端 子 に よ っ て 金 属 平 板 や 誘 電 体 基 板 を 安 定 し た 姿 勢 で 保
持 し や す く な る の で 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 平 板 ア ン テ ナ の 接 地 端 子 と 給 電 端 子 が い ず れ も
金 属 平 板 か ら プ リ ン ト 基 板 側 へ 延 出 す る 折 曲 片 か ら な る 構 成 に し て お け ば 、 一 枚 板 の 金 属
板 を プ レ ス 抜 き し て 折 曲 加 工 す る だ け で 簡 単 に 金 属 平 板 と 接 地 端 子 と 給 電 端 子 と を 形 成 で
き 、 平 板 ア ン テ ナ の 機 械 的 強 度 も 大 幅 に 向 上 す る の で 一 層 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る と 、 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 例
に 係 る 複 合 ア ン テ ナ の 分 解 斜 視 図 、 図 ２ は 該 複 合 ア ン テ ナ の 斜 視 図 、 図 ３ は 該 複 合 ア ン テ
ナ の 上 面 図 、 図 ４ は 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ ら の 図 に 示 す 複 合 ア ン テ ナ は 、 複 数 箇 所 に 挿 入 孔 １ ０ ａ を 有 す る プ リ ン ト 基 板 １ ０ と
、 こ の プ リ ン ト 基 板 １ ０ 上 に 保 持 さ れ た 地 上 波 用 の 平 板 ア ン テ ナ １ １ と 、 こ の 平 板 ア ン テ
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ナ １ １ 上 に 保 持 さ れ た 衛 星 波 用 の パ ッ チ ア ン テ ナ １ ２ と に よ っ て 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
平 板 ア ン テ ナ １ １ は 、 中 央 部 に 開 口 １ ３ を 有 す る 円 環 状 の 金 属 平 板 １ ４ と 、 こ の 金 属 平 板
１ ４ の 内 縁 部 を 基 端 と し て 下 向 き に 折 曲 し た ４ 本 の 接 地 端 子 １ ５ と 、 金 属 平 板 １ ４ 内 を 切
り 起 こ し て 下 向 き に 折 曲 し た １ 本 の 給 電 端 子 １ ６ と 、 プ リ ン ト 基 板 １ ０ の 上 面 の ほ ぼ 全 面
に 設 け ら れ た 銅 箔 等 の 接 地 導 体 １ ７ と に よ っ て 概 略 構 成 さ れ る ア ン テ ナ で あ り 、 給 電 端 子
１ ６ に 所 定 の 高 周 波 信 号 が 給 電 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
各 接 地 端 子 １ ５ と 給 電 端 子 １ ６ は 、 金 属 平 板 １ ４ を プ レ ス 抜 き し た 後 に 折 曲 加 工 し て 形 成
し た も の で あ り 、 端 子 群 １ ５ ， １ ６ と 金 属 平 板 １ ４ は 一 枚 板 の 金 属 板 か ら な る 。 ４ 本 の 接
地 端 子 １ ５ は 等 間 隔 に 配 置 さ れ て お り 、 各 接 地 端 子 １ ５ と 給 電 端 子 １ ６ は 同 等 の 長 さ に 形
成 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 プ リ ン ト 基 板 １ ０ の 下 面 に は 、 挿 入 孔 １ ０ ａ を 貫 通 し
た 各 接 地 端 子 １ ５ の 下 端 部 が 半 田 付 け さ れ る ラ ン ド １ ８ と 、 別 の 挿 入 孔 １ ０ ａ を 貫 通 し た
給 電 端 子 １ ６ の 下 端 部 が 半 田 付 け さ れ る ラ ン ド １ ９ と が 設 け ら れ て い る 。 ラ ン ド １ ８ は 上
面 側 の 接 地 導 体 １ ７ と 導 通 さ れ て お り 、 ラ ン ド １ ９ に は 同 軸 ケ ー ブ ル ３ ０ の 給 電 線 （ 内 部
導 体 ） が 半 田 付 け さ れ て い る 。 こ う し て 端 子 群 １ ５ ， １ ６ が プ リ ン ト 基 板 １ ０ に 固 定 さ れ
る た め 、 金 属 平 板 １ ４ は 接 地 導 体 １ ７ と の 間 に 一 定 の 間 隔 を 存 し た 安 定 し た 姿 勢 で プ リ ン
ト 基 板 １ ０ に 確 実 に 支 持 さ れ て い る 。 な お 、 金 属 平 板 １ ４ 内 に お け る 給 電 端 子 １ ６ の 形 成
位 置 は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス が マ ッ チ ン グ す る 適 当 な 位 置 を 選 択 し て 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う な 構 成 の 平 板 ア ン テ ナ １ １ は 、 金 属 平 板 １ ４ の 大 き さ や 、 金 属 平 板 １ ４ と 接 地 導
体 １ ７ と の 間 隔 を 適 宜 値 に 設 定 し て 、 共 振 周 波 数 の 最 も 低 い モ ー ド で あ る Ｔ Ｍ ０ １ モ ー ド
で 励 振 す る と 、 金 属 平 板 １ ４ と 平 行 な 面 内 で 無 指 向 性 の 垂 直 偏 波 電 波 を 周 囲 に 放 射 す る の
で 、 受 信 感 度 が 方 位 角 に よ っ て ば ら つ か な い 地 上 波 用 の 垂 直 偏 波 ア ン テ ナ と し て 機 能 さ せ
る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 平 板 ア ン テ ナ １ １ で は 金 属 平 板 １ ４ の 外 形 を 円 形 と し た が 、
金 属 平 板 １ ４ の 外 形 が 正 多 角 形 で あ っ て も 平 板 ア ン テ ナ １ １ の 無 指 向 性 が 大 き く 崩 れ る こ
と は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
パ ッ チ ア ン テ ナ １ ２ は 、 円 板 状 の 誘 電 体 基 板 ２ ０ と 、 こ の 誘 電 体 基 板 ２ ０ の 上 面 に 設 け ら
れ た 略 円 形 の パ ッ チ 電 極 ２ １ と 、 誘 電 体 基 板 ２ ０ の 下 面 の ほ ぼ 全 面 に 設 け ら れ た グ ラ ウ ン
ド 電 極 ２ ２ と 、 パ ッ チ 電 極 ２ １ に 半 田 付 け さ れ て 誘 電 体 基 板 ２ ０ お よ び 開 口 １ ３ を 貫 通 す
る 給 電 ピ ン ２ ３ と に よ っ て 概 略 構 成 さ れ る ア ン テ ナ で あ り 、 給 電 ピ ン ２ ３ に 所 定 の 高 周 波
信 号 が 給 電 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
誘 電 体 基 板 ２ ０ は 平 板 ア ン テ ナ １ １ の 金 属 平 板 １ ４ 上 に 同 心 円 状 の 配 置 で 載 置 さ れ て お り
、 図 ４ に 示 す よ う に 、 誘 電 体 基 板 ２ ０ の 下 面 側 が 絶 縁 性 の 両 面 テ ー プ ２ ４ に よ っ て 金 属 平
板 １ ４ に 接 着 さ れ て い る 。 パ ッ チ 電 極 ２ １ は マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 構 造 の 放 射 素 子 で あ り 、
こ の パ ッ チ 電 極 ２ １ の 外 周 部 に は 点 対 称 な ２ 箇 所 に 縮 退 分 離 素 子 で あ る 切 欠 き ２ １ ａ （ 突
起 で も よ い ） が 設 け ら れ て い る 。 給 電 ピ ン ２ ３ は イ ン ピ ー ダ ン ス が マ ッ チ ン グ す る 適 当 な
給 電 点 を 選 択 し て パ ッ チ 電 極 ２ １ に 接 続 さ れ る が 、 給 電 点 の 位 置 は パ ッ チ 電 極 ２ １ の 中 心
寄 り な の で 平 板 ア ン テ ナ １ １ の 開 口 １ ３ の 上 方 と な る 。 そ れ ゆ え 、 給 電 点 か ら 下 方 へ 延 び
る 給 電 ピ ン ２ ３ が 金 属 平 板 １ ４ や 端 子 群 １ ５ ， １ ６ と 接 触 す る 心 配 は な く 、 こ の 給 電 ピ ン
２ ３ の 下 端 部 は 挿 入 孔 １ ０ ａ を 貫 通 し て プ リ ン ト 基 板 １ ０ の 下 面 で 同 軸 ケ ー ブ ル ３ １ の 給
電 線 （ 内 部 導 体 ） に 半 田 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う な 構 成 の パ ッ チ ア ン テ ナ １ ２ は 、 パ ッ チ 電 極 ２ １ や 切 欠 き ２ １ ａ の 大 き さ を 適 宜
値 に 設 定 し て Ｔ Ｍ １ １ モ ー ド で 励 振 す る と 、 上 方 へ 円 偏 波 電 波 を 放 射 す る の で 、 衛 星 波 用
の 円 偏 波 ア ン テ ナ と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 こ の パ ッ チ ア ン テ ナ １ ２ は 給 電
点 が 一 つ で 、 切 欠 き ２ １ ａ 等 の 縮 退 分 離 素 子 を 装 荷 す る こ と に よ り 共 振 長 が 異 な る 二 つ の
直 交 モ ー ド に ９ ０ 度 の 位 相 差 を 生 じ さ せ る と い う １ 点 給 電 方 式 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
上 述 し た よ う に 第 １ の 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ は 、 平 板 ア ン テ ナ １ １ に よ っ て 地 上
波 が 受 信 で き る と 共 に パ ッ チ ア ン テ ナ １ ２ に よ っ て 衛 星 波 が 受 信 で き 、 か つ 平 板 ア ン テ ナ
１ １ 上 に パ ッ チ ア ン テ ナ １ ２ を 積 層 し た 構 造 な の で 装 置 全 体 の 小 型 薄 型 化 が 促 進 さ れ て い
る 。 し た が っ て 、 こ の 複 合 ア ン テ ナ は 、 地 上 波 と 衛 星 波 の い ず れ で も 受 信 可 能 な 車 載 用 の
小 型 ア ン テ ナ と し て 好 適 で あ る 。 ま た 、 こ の 複 合 ア ン テ ナ は 、 金 属 平 板 １ ４ と パ ッ チ 電 極
２ １ の 相 対 位 置 関 係 が 周 方 向 に 沿 っ て ほ ぼ 一 様 な の で 、 平 板 ア ン テ ナ １ １ と パ ッ チ ア ン テ
ナ １ ２ の 電 磁 結 合 に 起 因 す る 方 位 角 面 内 の 無 指 向 性 の 崩 れ が 少 な く 、 よ っ て 方 位 角 に よ る
受 信 感 度 の ば ら つ き が 少 な い 安 定 し た 性 能 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
し か も 、 こ の 複 合 ア ン テ ナ で 採 用 し て い る 平 板 ア ン テ ナ １ １ は 、 一 枚 板 の 金 属 板 を プ レ ス
抜 き し て 折 曲 加 工 す る だ け で 簡 単 に 金 属 平 板 １ ４ と 各 接 地 端 子 １ ５ と 給 電 端 子 １ ６ と を 形
成 で き る の で 、 部 品 点 数 や 組 立 工 数 が 少 な く て 安 価 に 製 造 で き 、 組 立 精 度 や 機 械 的 強 度 も
確 保 し や す い 。 そ れ ゆ え 、 プ リ ン ト 基 板 １ ０ に 固 定 し た 端 子 群 １ ５ ， １ ６ に よ っ て 金 属 平
板 １ ４ や 誘 電 体 基 板 ２ ０ を 安 定 し た 姿 勢 で 支 持 す る こ と が で き 、 安 価 で 信 頼 性 の 高 い 複 合
ア ン テ ナ が 得 ら れ る 。 な お 、 平 板 ア ン テ ナ １ １ の 接 地 端 子 １ ５ や 給 電 端 子 １ ６ を ラ ン ド １
８ ， １ ９ に 接 続 す る 作 業 や 、 パ ッ チ ア ン テ ナ １ ２ の 給 電 ピ ン ２ ３ を 同 軸 ケ － ブ ル ３ １ に 接
続 す る 作 業 は 、 プ リ ン ト 基 板 １ ０ の 下 面 側 で 簡 単 に 行 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ５ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ の 斜 視 図 で 、 符 号 ２ ５ は パ ッ チ ア ン
テ ナ を 総 括 的 に 示 し 、 図 ２ に 対 応 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ５ に 示 す 複 合 ア ン テ ナ は 、 パ ッ チ ア ン テ ナ ２ ５ が ２ 点 給 電 方 式 で プ リ ン ト 基 板 １ ０ 側 に
９ ０ 度 位 相 差 回 路 （ 図 示 せ ず ） を 設 け た 点 が 、 前 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 例 と 異 な っ て い る
。 こ の パ ッ チ ア ン テ ナ ２ ５ は 、 誘 電 体 基 板 ２ ６ の 上 面 に 円 形 の パ ッ チ 電 極 ２ ７ を 設 け て 、
パ ッ チ 電 極 ２ ７ の ２ 箇 所 に 給 電 ピ ン ２ ８ ， ２ ９ を 半 田 付 け し て お り 、 各 給 電 ピ ン ２ ８ ， ２
９ の 下 端 部 が 前 記 ９ ０ 度 位 相 差 回 路 に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 位 相 が ９ ０ 度 異 な る
二 つ の 直 交 モ ー ド を 励 振 す る こ と が で き る の で 、 パ ッ チ ア ン テ ナ ２ ５ を 前 記 パ ッ チ ア ン テ
ナ １ ２ と 同 様 に 衛 星 波 用 の 円 偏 波 ア ン テ ナ と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 例 に お い て 、 実 際 に 自 動 車 等 の 移 動 体 に 取 り 付 け る と き に は 複
合 ア ン テ ナ を レ ド ー ム （ 図 示 せ ず ） で 覆 っ て お く こ と が 好 ま し い 。 す な わ ち 、 誘 電 体 材 料
か ら な る レ ド ー ム で 複 合 ア ン テ ナ を 覆 っ て お け ば 、 ア ン テ ナ 特 性 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ ず に 塵
埃 等 の 付 着 や 飛 来 物 の 衝 突 が 防 止 で き る の で 、 複 合 ア ン テ ナ の 長 寿 命 化 が 図 れ る 。 ま た 、
上 述 し た 各 実 施 形 態 例 で は 、 平 板 ア ン テ ナ １ １ の 金 属 平 板 １ ４ と 各 接 地 端 子 １ ５ と 給 電 端
子 １ ６ と が 一 枚 板 の 金 属 板 に て 形 成 さ れ て い る が 、 接 地 端 子 １ ５ や 給 電 端 子 １ ６ が 金 属 平
板 １ ４ と は 別 体 の 金 属 ピ ン で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う な 形 態 で 実 施 さ れ 、 以 下 に 記 載 さ れ る よ う な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
地 上 波 用 の 垂 直 偏 波 ア ン テ ナ で あ る 平 板 ア ン テ ナ の 金 属 平 板 上 に 、 衛 星 波 用 の 円 偏 波 ア ン
テ ナ で あ る パ ッ チ ア ン テ ナ を 載 置 固 定 し 、 平 板 ア ン テ ナ の 開 口 を 利 用 し て パ ッ チ ア ン テ ナ
の 給 電 ピ ン を 給 電 線 に 接 続 す る と い う 積 層 構 造 を 採 用 し て い る た め 、 地 上 波 と 円 偏 波 と が
受 信 可 能 で 小 型 薄 型 化 が 図 り や す 複 合 ア ン テ ナ が 得 ら れ 、 特 に 車 載 用 と し て 好 適 で あ る 。
ま た 、 平 板 ア ン テ ナ の 金 属 平 板 と パ ッ チ ア ン テ ナ の パ ッ チ 電 極 と を 周 方 向 に 沿 っ て ほ ぼ 一
様 な 相 対 位 置 関 係 に 設 定 す る こ と が で き る た め 、 こ の 複 合 ア ン テ ナ は 平 板 ア ン テ ナ と パ ッ
チ ア ン テ ナ の 電 磁 結 合 に 起 因 す る 方 位 角 面 内 の 無 指 向 性 の 崩 れ を 回 避 し や す く 、 そ れ ゆ え
方 位 角 に よ る 受 信 感 度 の ば ら つ き が 少 な い 安 定 し た 性 能 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 該 複 合 ア ン テ ナ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 該 複 合 ア ン テ ナ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 例 に 係 る 複 合 ア ン テ ナ の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 プ リ ン ト 基 板
１ ０ ａ 　 挿 入 孔
１ １ 　 平 板 ア ン テ ナ
１ ２ ， ２ ５ 　 パ ッ チ ア ン テ ナ
１ ３ 　 開 口
１ ４ 　 金 属 平 板
１ ５ 　 接 地 端 子
１ ６ 　 給 電 端 子
１ ７ 　 接 地 導 体
２ ０ ， ２ ６ 　 誘 電 体 基 板
２ １ ， ２ ７ 　 パ ッ チ 電 極
２ ２ 　 グ ラ ウ ン ド 電 極
２ ３ ， ２ ８ ， ２ ９ 　 給 電 ピ ン
３ ０ ， ３ １ 　 同 軸 ケ ー ブ ル
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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